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※中国新聞社の許諾を得ています 

 

 スポーツの価値を追究 

 

2016 年から 18年まで、JICA

海外協力隊としてウガンダ最大

の公立中等教育学校に派遣さ

れ、体育教師として活動した。言

語的・文化的障壁がある中での

体育授業には大変苦戦した思い

出がある。また学校外での活動

として、ウガンダ人教員を対象

に教員研修会を開催し、体育科

の指導書作りなどにも取り組ん

だ。もともと保健体育科教員を

目指していた私にとって、改め

て学校体育の重要さを認識する

ことができ、それと同時に教師を育てる、いわゆる教師教育に関する活動への喜びも感じることができ

た 2 年間であった。他方、途上国と呼ばれる国々において、スポーツは競技としても娯楽としても、そ

して社会課題を解決するためのツールとしても非常に大きな価値があることに気付かされた。このよう

な経験から、途上国における体育・スポーツの価値をより深く研究し、帰国後も途上国支援に携わりたい

と考えるようになった。 

現在、広島文化学園大の人間健康学部で教壇に立っている。専門とする研究領域は、学校の体育授業に

ついて研究する「体育科教育学」と、途上国と呼ばれる国々におけるスポーツの価値について研究する

「スポーツ国際開発学」の二つである。ウガンダでの経験が今の私の仕事に直結している。今後は目の前

の学生に少しでも私の経験を伝えると同時に、途上国の体育・スポーツ分野の発展に対して継続的に貢

献していきたい。 

 

ウガンダの学校で行った体育の授業 


